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第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画 

後
期
基
本
計
画
を
策
定

ま
ち
の
将
来
像
に
向
け
て
横
断
的
に
取
り
組
む

　

美
浜
町
総
合
振
興
計
画
は
、
本
町
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
最
上
位

計
画
で
あ
り
、
町
の
目
指
す
べ
き
方
向
性

を
示
す
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

計
画
性
と
戦
略
性
を
も
っ
て
進
め
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

町
で
は｢

第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計

画｣

を
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
ま
で

の
10
カ
年
計
画
と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

↑計画を答申する山口治和会長 ( 右 )

活力ある ｢ ひと ｣ を育て、人材をつくり、地域をつくり、活気

あふれるまちづくりを目指します。

6つの基本目標
■美浜町総合振興計画の構成
基本構想 (10ヶ年計画、平成28年度策定 )

第五次美浜町総合振興計画 後期基本計画を策定

■
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
と
は

　

こ
の
た
び
、
前
期
基
本
計
画
が
令
和
2

年
度
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
本
町
を

取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
や
多
様
な
町
民

ニ
ー
ズ
等
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
3
年

度
を
初
年
度
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

■
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
団

体
等
の
代
表
や
町
議
会
議
員
で
構
成
さ
れ

る
審
議
会
、
町
職
員
で
構
成
す
る
策
定
委

員
会
、
町
民
と
町
職
員
で
構
成
さ
れ
各
専

門
分
野
に
分
か
れ
て
施
策
を
検
討
す
る
検

討
会
議
に
て
内
容
を
検
討
し
、
審
議
会
で

と
り
ま
と
め
ら
れ
た
原
案
を
、
本
年
1
月

26
日
に
戸
嶋
町
長
に
答
申
し
、
こ
れ
を
受

け
て
町
が
策
定
し
ま
し
た
。

■
計
画
の
策
定
体
制

基本計画(5ヶ年計画、今回策定)

実施計画 (3ヶ年計画 )

①基本理念　②まちの将来像　③ 6 つの基本目標

施策を分野別に体系化、目標指標の設定

具体的な事務事業計画、財源　※毎年度進捗管理

みんなで 創
つ く

り 絆
つ な

ぎ 集
つ ど

う
美
う ま

し美浜

基本理念

｢ ひと ｣ がつながり、地域がつながることによって絆が深まり、地域

の伝統･文化･自然を次の世代へとつなげるまちづくりを目指します。

さまざまな交流 ･ 体験を通じて、人々が出会い、交流が生まれ、輪

を広げ、｢ ひと ｣ が集えるにぎわいのあるまちづくりを目指します。

創
絆
集

目指すべきまちの将来像

　SDGs とは ｢Sustainable Development Goals( 持続可能な開発目標 )｣ の略称で、2015 年の国連サミッ
トで採択された、持続可能な世界を目指すため 2030 年までに達成すべき 17 の目標で構成されています。
　第五次美浜町総合振興計画 ( 後期基本計画 ) では、新たに SDGs の視点を取り入れることとし、各施策が
SDGs のさまざまな目標に結びついていることを示すため、17 の目標のアイコンを使って表示しています。

後期基本計画
(6 つの基本目標を達成するための具体的な施策 )

１．未来をひらき人と文化を育む まち
　住民がさまざまな機会を通じて、まちづくりの
根幹となる地域や次代を担う人材の育成を進め、
豊かな人間性と社会性、郷土への誇りと愛着心を
育み、未来をひらく人 ･ まちづくりを目指します。

1 生涯学習の推進

2 学校教育の充実

3 社会教育の充実

4 生涯スポーツの推進

5 町民文化の創造

6 歴史文化の継承

【教育 ･文化】

2．健やかでぬくもりのある まち
　誰もが安心して暮らせる健康 ･ 福祉のさら
なる推進と、地域住民が ｢ 助け合い ｣、｢ 支
え合い ｣ ながら、健やかでぬくもりのあるま
ちづくりを目指します。

3．活気とにぎわいのある まち
　地域の特性を生かし、農林水産業や観光 ･
商工業をはじめ、さまざまな分野が連携を
深めながら、活気とにぎわいのあるまちづ
くりを目指します。

4．豊かな自然環境と心安らぐ まち
　豊かな自然環境の保全 ･ 活用と、環境負荷
の低い持続可能な循環型社会の実現に努め、
誰もが心安らぐまちづくりを目指します。

5．快適で安全安心な まち
　さまざまな災害から住民の生命と財産を
守るため、防災 ･ 防犯体制の充実を図ると
ともに、快適な生活環境を創造し、安全で
安心して暮らせるまちづくりを目指します。

6．みんなで築く協働の まち
　さまざまな分野において、住民と行政が情報と価値観を共有
し、役割分担を明確にするとともに、課題や問題の解決に向け
て、みんなで築く協働のまちづくりを目指します。

1 地域福祉の推進

2 児童福祉の充実

3 高齢者福祉の充実

4 障がい者 ( 児 ) 福祉の充実

5 健康づくりの啓発と推進

6 地域医療対策の推進

7 医療保険事業の適正な運営

【保健 ･福祉 ･医療】

1 農業の振興

2 林業の振興

3 水産業の振興

4 商工業の振興

5 観光の振興

6 産業振興によるにぎわい創出

7 エネルギー施策と地域振興

【産業 ･雇用】

1 自然環境の保全 ･ 創造

2 調和のとれた都市計画の推進

【環境 ･都市計画】

1 道路 ･ 交通体系の確立
2 水道 ･ 下水道の整備
3 町土保全対策の推進
4 定住 ･ 空き家対策の推進
5 快適な生活環境の推進

6 消費者保護対策の推進
7 交通安全 ･ 防犯対策の推進
8 防災体制の充実
9 原子力安全確保対策の推進

【都市基盤･防災･交通安全】

1 人権尊重への取り組み
2 男女共同参画社会のさらなる推進
3 国際交流社会の推進
4 地域情報化社会の推進
5 みんなで築くまちづくりの推進
6 健全な行財政運営の推進
7 広域的な連携

【人権･地域コミュニティ･行財政運営】

第五次美浜町総合振興計画では
SDGsを推進します
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　人口減少や少子高齢化が進行する中、5 年後の望ましい未来を見据えたまちづくりに取り組むに

は、優先順位を見極め、限りある行政資源を集中させながら、効率的 ･ 効果的に施策の実現を図

ることが必要です。後期基本計画では、重要な 5 つのキーワードのもとに施策を整理し、横断的

に取り組むとともに、その情報を住民と共有し、住民との協働により ｢ みんなで創り 絆ぎ 集う 

美し美浜 ｣ の実現を目指します。

５つのキーワードを優先施策に位置付け

第五次美浜町総合振興計画 後期基本計画を策定

　人口減少や少子高齢化の進展する中、IoT で全ての人とモノがつながり、さまざまな知識や情報を共有す

ることにより、新たな価値の創出が可能となります。

　ICT 基盤を整備し、すべての町民が ICT の恩恵を受けることができる環境をつくるとともに、ICT 基盤を

活用した新しい生活様式や新たな働き方に係る施策を取り入れることにより、地域課題の解決と地域経済の

発展とを両立させる仕組みの構築を目指します。

キーワードその１ 情報化社会の推進

主な施策
◆学校教育環境の整備・充実
◆企業誘致の推進

◆推進体制の整備と方向性の確立
◆ ICT を利活用した施策展開

成果指標 ●アクションプラン達成率 (累計 )
( 基準値 )

－
(R7 目標値 )

70％

　地域づくり拠点化施設 ( 道の駅 ) を核とし、JR 美浜駅から生涯学習センターなびあすまでの間について、

利便性と快適性を兼ね備えたにぎわいと交流を創出するとともに、歩いて楽しめるまちなか空間をデザイン

し、まちの回遊性を高めます。

　また、IoT 等の先端技術を用い、交通や再生可能エネルギーの活用等、町民の利便性向上につながるサー

ビスを創出します。

キーワードその2 にぎわいゾーン整備

主な施策
◆文化施設の活用
◆地域を支える人創り
◆企業誘致の推進
◆新たなにぎわいの創出

◆ 再生可能エネルギーを活用したまちづくりの推進
◆主要幹線道路の整備
◆公共交通ネットワークの維持 ･ 最適化

成果指標 ●地域づくり拠点化施設 (道の駅 )入込数
( 基準値 )

－
(R7 目標値 )

50 万人

　近年、全国各地において異常気象を伴う自然災害や地震等による災害が発生しています。

　人口減少や少子高齢化社会に対応した保健、福祉、医療等の体制 ･ 機能の充実が求められる一方、集落の

担い手不足や管理不全の空き家が住環境の悪化を招く等、地域の課題が山積しています。

　災害に強い都市基盤をつくるとともに、地域力を高める取り組み等を推進することで、町民が安全に、安

心して暮らせる町を目指します。

キーワードその4 地域力向上

主な施策
◆地域ケアマネジメント体制の充実
◆子育てを支援する体制の充実
◆多様な介護予防と生きがい活動の推進
◆町民の健康づくりを支える体制づくり
◆住民ニーズを反映した水道事業の整備

成果指標 ●自主防災組織数 (累計 )
( 基準値 )
19 集落

(R7 目標値 )
37 集落

◆災害に強いまちづくりの推進
◆特定空き家等対策の推進
◆地域防災力の向上
◆地域コミュニティの充実
◆広域連携の推進

●福祉委員会設置数 28 集落 37 集落

●集落元気プラン策定数 (累計 ) 10 集落 37 集落

　出生数の減少や若年層を中心とした人口流出により、将来的に本町の人口は大幅に減少すると予想されています。

　移住定住の促進や雇用の創出と創業支援、子育て環境の整備とあわせて、町民一人ひとりが生きいきと暮

らせる住みよいまちづくりを進めることにより、若者層の人口流出抑制や UIJ ターンの促進を図ります。

キーワードその5 人口減少対策

主な施策
◆学校教育環境の整備・充実
◆地域ケアマネジメント体制の充実
◆子育てを支援する体制の充実
◆町民の健康づくりを支える体制づくり
◆地域を支える人創り
◆観光施設の整備と地域資源の掘り起こし
◆企業誘致の推進
◆新たなにぎわいの創出
◆主要幹線道路の整備

成果指標 ●美浜町の人口
( 基準値 )
9,173 人

(R7 目標値 )
8,832 人

◆公共交通ネットワークの維持・最適化
◆若者の定住化促進
◆空き家対策と住環境整備の推進
◆地域防災力の向上
◆推進体制の整備と方向性の確立
◆ ICT を利活用した施策展開
◆地域コミュニティの充実
◆住民活動を補完する体制づくり

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課　(担当･浅妻) 　☎32‐6701

　北陸新幹線敦賀開業に向け、地域の観光資源の魅力向上ならびに情報発信の強化による観光振興を図りま

す。また、二次交通を充実させ観光誘客を図ることにより、新幹線開業の効果を地域に波及させます。

キーワードその3 北陸新幹線敦賀開業

主な施策
◆観光施設の整備と地域資源の掘り起こし
◆国内外の誘客プロモーション活動の推進
◆美しい自然環境の保全

成果指標 ●観光入込客数 (年間 )
( 基準値 )

932,717 人
(R7 目標値 )

1,350,000 人

◆主要幹線道路の整備
◆公共交通ネットワークの維持・最適化

　キーワードは、｢情報化社会の推進 ｣｢にぎわい
ゾーン整備 ｣｢北陸新幹線敦賀開業 ｣｢地域力向上 ｣

｢人口減少対策 ｣ です。

　これらのキーワードに深く関わる事業で、社会

ニーズや緊急性、事業効果等、中長期的な観点か

ら後期 5 年間において計画的に取り組むことが必

要な施策を ｢ 優先施策 ｣ として位置付けています。

【優先施策イメージ図】

優先施策
主要施策の

約 2 割

町の施策全体

振興計画に位置付ける主要施策
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課題と施策推進の方向性

美
浜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン･

第
2
期
美
浜
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

　

美
浜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
町
の
人
口

減
少
に
つ
い
て
分
析
し
、
長
期
的
な
人
口

の
将
来
展
望
等
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、

美
浜
創
生
総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
分
析
や
推
計
を
基
に
、
町
の
人
口
減
少

対
策
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

美浜町人口ビジョン (改訂版 )を策定

■
美
浜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン･

　
美
浜
創
生
総
合
戦
略
と
は

　

町
で
は
、
第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計

画
後
期
計
画
と
一
体
的
に
推
進
す
る
た

め
、
同
計
画
策
定
と
合
わ
せ
て
人
口
ビ

ジ
ョ
ン(

改
訂
版)

及
び
第
2
期
総
合
戦

略
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
2
期
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

子
育
て
世
代
の
女
性
や
産
業
界
、
教
育
関

係
、金
融
機
関
、労
働
関
係
、メ
デ
ィ
ア
等
、

幅
広
い
分
野
の
委
員
で
構
成
さ
れ
た｢

美

浜
創
生
総
合
戦
略
会
議｣

に
て
検
討
を
進

め
、
本
年
2
月
17
日
に
戸
嶋
町
長
に
策
定

を
報
告
し
ま
し
た
。

■
人
口
ビ
ジ
ョ
ン(

改
訂
版)

及
び

第
2
期
総
合
戦
略
の
策
定↑計画を手渡す河合政志会長 ( 右 )

美浜町人口ビジョン(改訂版)
人口の推移 ◆ 総人口は減少が続く一方、高齢化率は上昇しており、令和 2 年時点では 3 人に１人

が高齢者となっています。

総人口 ･年齢 3区分別人口、高齢化率の推移
（人）
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0
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年少人口 (0‐14 歳 ) 生産年齢人口 (15‐64 歳 ) 老齢人口 (65 歳以上 ) 高齢化率
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◆ この 30 年間で ｢ 団塊の世代 ｣ が高齢者となり、若い世代では特に女性が大きく減少しています。

総人口 ･年齢 3区分別人口、高齢化率の推移
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0‐4 歳

団塊世代
の高齢化

若い世代
特に女性
の減少

男性 女性 男性 女性

600 400 200 0 0 200 400 600 600 400 200 0 0 200 400 600

転入 ･転出の状況
◆ 転入 ･ 転出ともに県外が多くなっているほ

か、若者 ･ 子育て世代の近隣市町への転出

が多くなっており、特に敦賀市への転出が

顕著です。

人口移動の状況

その他県内

県外

美浜町

217人

470人

58人

92人

出典：平成 2 年は国勢調査
　　　令和 2 年は福井県推計人口準拠

平成 2 年 (1990 年 ) 令和2年(2020年)

出典：国勢調査 ( 平成 27 年 )

敦賀市

若狭町
225人

200人

537人

478人

出生 ･死亡の状況 ◆ 出生数は減少傾向、死亡数は増加傾向にあります。

　また、自然動態 ( 出生数－死亡数 ) のマイナス幅が拡大しています。

出生 ･死亡数、自然動態の推移150

100

50

0

-50

-100

-150

-200
H11
(-36)

H12
(-15)

H13
(-27)

H14
(-43)

H15
(-61)

H16
(-52)

H17
(-88)

H18
(-32)

H19
(-65)

H20
(-62)

H21
(-62)

H22
(-60)

H23
(-79)

H24
(-96)

H25
(-74)

H26
(-62)

H27
(-90)

H28
(-93)

H30
(-114)

H29
(-97)

R1
(-89)

出生 死亡 自然動態

健康寿命の推移

◆ 本町の健康寿命は延びてきていますが、

県平均と比べると低く、平成 30 年には

男女ともに県内 14 位となっています。

男 女

福井県 美浜町 福井県 美浜町

平成 18 年 (2006 年 ) 77.86 76.75(13 位 ) 82.84 83.50(5 位 )

平成 30 年 (2018 年 ) 79.40 78.74(14 位 ) 83.74 83.18(14 位 )

出典：介護度を用いて県健康政策課が作成

課題 施策推進の方向性
若者世代の減少 ･
近隣市町への流出１ 若者 ( 特に女性 ) の

転入促進 ･ 転出抑制

子育て世代の流出と
出生数の減少2 子育て世代の転入促進 ･

転出抑制、出生数増

健康寿命の停滞3 健康寿命の延伸

◆ 人口の推移や転入 ･ 転出、出生 ･ 死亡等の状

況を鑑み、町が抱える人口減少対策への課題

及び進めるべき施策の方向性を右図のような

形で整理しました。

目標人口

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500
自然体推計施策効果反映人口ビジョン (H28.3 策定 )

R22(2040)R17(2035)R12(2030)R7(2025)R2(2020)H27(2015)

9,668

9,173

7,904

7,865

6,491

8,868

8,503

7,844

【施策推進効果を反映した人口シミュレーション】

◆ 町では、上記施策の効果を反映させた人口シミュレーションを行いました。

　 シミュレーション結果に基づき、施策を推進していくことで当初策定した人口

ビジョン(平成28年3月策定)と同水準の人口を維持できると判断しました。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

65 歳以上15～ 64歳0～ 14歳

2040年2035年2030年2025年2020年

(人 )

9,173
8,832 8,503 8,176 7,865

3,290

4,888

995

3,247

4,583

1,002

3,143

4,326

1,034

2,898

4,240

1,038

2,708

4,087

1,070

2040年 7,900 人を維持

人口減少の状況から課題を整理

出典：H2 年～ H27 年は国勢調査
　　　R2 年は福井県推計人口準拠

出典：住民基本台帳
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第2期美浜創生総合戦略【令和3年度
～令和7年度】

第2期美浜創生総合戦略を策定

　第 2 期美浜創生総合戦略では、人口ビジョンに掲げる目標 ｢2040 年 7,900 人維持 ｣ を実現させる

ために、人口減少対策の視点と実現に向けた施策の方向性を定めています。

若者 (特に女性 )の
転入促進 ･転出抑制

交流人口 ･
関係人口の拡大

子育て世代の転入促進 ･
転出抑制、出生数増

健康寿命の延伸

人口減少対策の視点

基本目標１ 若者 ･女性に魅力ある“しごと”の創出

１．若者 ･女性の新たなチャレンジを応援

◆創業支援と若者・女性がチャレンジできる場を創出
◆新規就農者の確保・育成
◆新規漁業就労者の確保・育成
◆観光産業の振興と後継者支援

【20歳代の社会移動】

( 基準値 )

－14人
(R7 目標値 )

±0人

２．企業誘致の促進による働く場所の確保と新しい働き方の推進

◆産業団地への企業誘致と雇用確保
◆サテライトオフィス誘致とＤＸ(※)の推進

基本目標2 人との新たなつながりを築く“交流”の拡大

１．人との新たなつながりを構築

◆応援人口（関係人口）の創出・拡大と新たな交流の場を創出

数値目標 【観光客入込客数】

( 基準値 )

931,717人
(R7 目標値 )

1,350,000人

関連するSDGs

２．観光資源を活用した交流人口の拡大

◆新たな観光施設整備と観光資源の魅力アップ

基本目標3 希望を叶える“結婚･出産･子育て”を応援

１．新たな出会いの場創出とライフデザインの意識向上

◆広域的な出会いの場創出とライフデザイン支援

数値目標 【年少人口】

( 基準値 )

989人
(R7 目標値 )

1,000人

関連するSDGs

２．子育て環境の充実

◆子ども ･子育ての包括的 ･総合的支援
◆仕事と子育てが両立できる社会づくり

数値目標 関連するSDGs

３．教育環境の充実

◆地域と連携した教育とＩＣＴ教育の推進

基本目標4 幸せを実感できる“くらし”の充実

１．若者 ･子育て世代に魅力ある住まいづくり

◆新たな居住環境整備と空き家の利活用促進

数値目標 【住みやすいと
感じている割合】

( 基準値 )

76.0%
(R7 目標値 )

80.0%

関連するSDGs

２．安全 ･安心で快適な暮らしづくり

◆集落元気プランの策定と集落活動を促進
◆誰もが移動しやすい公共交通の整備
◆情報通信網の整備と情報発信の充実

３．地域で支え合う福祉と健康の社会づくり

◆地域で支え合う体制づくりと高齢者の活躍の場を創出

◆ ｢ げんげん歩
ぷ ら す

楽寿 ｣の推進

◆地域防災力の充実・強化
◆町民と共に進める環境整備

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課　(担当･伊藤) 　☎32‐6701

※DXとは…
    デジタルトランスフォーメーション ( デジタルによる変革 )
　 例 ) テレワーク等の新しい働き方を最大限に生かすための

デジタル化改革
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新型コロナウイルス感染症
ワクチン接種について

１．医療従事者
２．高齢者施設入所者及び従事者
３．65 歳以上の高齢者 ( 昭和 32 年 4 月 1 日以前に生まれた方 )
４．基礎疾患を有する方 ･ 高齢者施設等の従事者
５．上記以外の方　※現時点では 16 歳未満は接種の対象外です

接種券について
接種対象となる方には、封筒に入った接種
券が個別に送付されます。

◆ワクチン接種等に便乗した詐欺に注意！
　保健所や自治体の職員を装い ｢ 高齢者を対象に PCR 検査とワクチン接種ができる。予約金
が必要だ ｣ 等として、金銭を要求する電話が確認されています。

●接種にあたり予約金等の手数料を求めること

● ｢優先的に接種できる ｣等と言うこと

接種スケジュール
接種は、国や県が定めるスケジュールに
沿って実施します。高齢者の方には 4 月下
旬以降に接種券を発送します。

接種会場
●個別接種の場合：町指定の医療機関
●集団接種の場合：はあとぴあ

当日必要な物
●接種券
●予診票 ( 記入を済ませて )
●本人確認書類(運転免許証、健康保険証等)

接種回数
● 1 人 2 回接種
●接種の間隔は 3 ～ 4 週間あける

新型コロナウイルスのワクチン接種は無料です！
県や市町、保健所、医療機関等が、次のことを行うことは絶対にありません。

▶不審な電話やメールは、すぐ切るか無視してください。
▶不安に思ったときは、遠慮なくご相談ください。

【消費者ホットライン】　☎ 188
【警察安全相談電話】　☎♯ 9110

◆新型コロナワクチンについて知ってほしいこと
●新型コロナワクチンは、発症を防ぐ効果が認められています。

● 新型コロナワクチンは、あなた自身だけでなく、医療機関の負担を減らすための重要な

手段にもなります。

● 新型コロナワクチンに限らず、どんなワクチンでも副反応が起こる可能性があります。

●ワクチンの承認後も、継続的に安全性を確認します。

●新型コロナワクチンの接種には、優先順位があります。

●新型コロナワクチンは、誰もが無料で受けられます。

●ワクチンについて正しく知ったうえで、判断しましょう。

新型コロナウイルス感染症 ワクチンの接種について

※ 高齢者以外の方はワクチン供給体制に合わせて、順次
接種券を発送します。

※ 原則として、住民票がある市町村での接種となります。

【首相官邸ＨＰ】
新型コロナワクチン

について

　町では、町民の皆さんへの円滑なワクチン接種に向けて準備を進めています。
　ワクチン接種に関する概要やスケジュール等については、下記のとおりです。

●メールを送り予約手続きを求めること

●マイナンバーや口座情報を求めること

予診票について
● 接種をスムーズに受けるため、事前に記

入してお持ちください。
● 何らかの疾病により治療中の方は、予防

接種を受けてよいか、あらかじめ主治医
にご相談ください。

ワクチン接種の優先順位

封筒見本

接種券見本

予診票見本

ワクチン接種には、必ず予約が必要となります。
町では、予約受付のコールセンターを設置しますので、接種券到着後に
電話やインターネット等で予約してください。

この情報は、3 月 16 日時点でのものです。
最新の情報や詳細な情報については、町ホームページにてお知らせします。

町ホームページ
新型コロナ対策

※コールセンターの連絡先は、決定次第お知らせします。
※医療機関への直接予約はできません。

接種には予約が必要です！

その他

お手元に届く書類の見本 皆さまのお手元には、案内やお知らせと合わせて下記の
｢ 接種券 ｣、｢ 予診票 ｣ が送付されます。

※ 忘れると接種できません

※ 太枠の中は必ず記入してください。
　記入がない場合、接種できないことがあります。

感染症に関するお問い合わせ　町健康福祉課　　☎0770‐32‐6713

厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター　☎0120‐761770
県新型コロナワクチン接種相談センター　　　　☎0776‐20‐2210

ワクチン接種
に関する
相談窓口
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〜
美
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ
〜

医
療
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

■
美
浜
町
の
医
療
費
は

県
内
で
最
も
多
い
額

　

国
民
健
康
保
険(
国
保)
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
お
金(

保
険
税)
を
出
し
合
っ

て
、
病
気
や
ケ
ガ
に
な
っ
た
と
き
に
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。
皆
さ
ん
が
治
療
等
を
受
け
た

際
に
医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
分
以

外
の
医
療
費
は
、
こ
の
保
険
税
か
ら
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
浜
町
の
医
療
費
は
、
年
々
増
加
し
て

い
る
傾
向
に
あ
り
、
美
浜
町
の
一
人
当
た

り
の
医
療
費
は
県
内
で
最
も
多
い
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
約
52
万

円
で
県
内
平
均
よ
り
約
10
万
円
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
国
保
の
会
計
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

国
保
は
皆
さ
ん
の
保
険
税
を
財
源
と
し
て

運
営
し
、
皆
さ
ん
の
安
心
し
た
毎
日
の
暮

ら
し
を
支
え
る
も
の
で
す
。

　

自
身
の
医
療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
、

い
ま
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
国
民
健
康
保
険
と
は

医
療
費
を
抑
制
す
る
に
は

医
療
機
関
の
最
適
な
受
診

健
康
意
識
を
高
め
よ
う

　

医
療
に
か
か
る
前
に
、自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
し
て
疾
病
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。そ
の
た
め
の
支
援
と
し
て
国
保
や
町
で

は
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
特
定
健
診･

が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た｢

特
定

健
診｣

と
20
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た

｢

が
ん
検
診｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、毎
年
3
月
頃
に
受
診
希

望
調
査
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、希
望

日
を
回
答
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
健
康
教
室･

健
康
相
談

　

町
で
は
、す
べ
て
の
町
民
の
方
を
対
象
に

食
事
や
運
動
に
関
す
る
健
康
教
室･

健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

③
人
間
ド
ッ
ク
助
成

　

35
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
を
対
象

に
、
人
間
ド
ッ
ク･

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。(

関
連
第
19
頁)

①
重
複
受
診･

頻
回
受
診･重

複
服
薬
を
防
ぐ

　

重
複
受
診
と
は
、
体
の
調
子
が
悪
く

な
っ
た
と
き｢

同
じ
症
状
な
の
に
す
ぐ
に

回
復
し
な
い｣

等
の
理
由
で
、複
数
の
病
院

を
か
け
も
ち
で
受
診
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
初
診
料
や
検
査
費

用
が
か
か
る
た
め
、医
療
費
が
か
さ
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
医･

薬
局
を
も
つ

　

重
複
受
診･

服
薬
等
を
防
ぐ
に
は
、
が

か
か
り
つ
け
医･

薬
局
を
も
つ
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医･

薬
局
が
あ
れ
ば
、す
ぐ

に
相
談
や
受
診
が
で
き
る
ほ
か
、こ
れ
ま
で

の
病
歴
や
個
人
の
体
質
、薬
の
飲
み
合
わ

　

医
療
費
を
抑
制
す
る
に
は
、
大
き
な
病

気
や
け
が
を
防
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
皆
さ
ん
が
最
適
な
受
診
行
動
を
と
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
身
の
健
康
意
識
を
高
め
て
、

疾
病
予
防
に
努
め
る
こ
と
も
効
果
的
で

す
。
町
で
は
、
食
生
活
と
運
動
で
取
り
組

む
健
康
づ
く
り｢

げ
ん
げ
ん
歩
楽
寿｣

を
推

進
し
て
、
町
民
の
健
康
増
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

お
持
ち
で
す
か
？ 

みほん

●
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
可
！

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
後
に
別
途

登
録
が
必
要
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で便

利
に
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
で
、

次
の
よ
う
な
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
全
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

各媒体からの申請方法

　

 

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

●
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
使
用
可
！

　

 

住
宅
ロ
ー
ン
や
不
動
産
取
引
等
の
オ

ン
ラ
イ
ン
契
約
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
等
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
健
康
保
険
証(

※)

と
し
て
使
用
可
！

　

 

令
和
3
年
3
月
か
ら
健
康
保
険
証
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

(

対
応
し
て
い
る
病
院
に
限
り
ま
す)

●
確
定
申
告
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
！

　

 

パ
ソ
コ
ン
と
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
無
く
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
使
用
し
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

( 

対
応
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
限
り
ま
す)

■ 申請から約1ヶ月後に ｢交付通知書 ｣が届き、町住民環境課の
窓口でマイナンバーカードを受け取ることができます。

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000
敦賀市若狭町 県平均美浜町

平成30年度平成29年度平成28年度平成27年度平成26年度

( 円 )

出典：厚生労働省 ｢ 国民健康保険事業状況報告 ( 事業年報 )｣

■1人当たりの医療費の推移

せ
等
を
把
握
し

た
上
で
、
状
況

に
応
じ
た
最
適

な
診
療
を
行
っ

て
く
れ
ま
す
。
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美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　町土木建築課
　(担当･野原泰夫)
　☎32‐6707

福井県美浜町･琵琶湖北西地域
道路整備促進期成同盟会 設立総会を開催

結
ぶ
道
路
の
建
設
を
求
め
る
期
成

同
盟
会
の
設
立
総
会
が
、
は
あ
と

ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
建
設
を
目
指
す
の
は
、高

島
市
マ
キ
ノ
地
区
ま
で
山
中
を
ト

ン
ネ
ル
等
で
抜
け
る
最
短
約
6
㎞

の
道
路
で
、原
子
力
災
害
時
の
避

難
道
路
や
観
光･

産
業
の
振
興
、県

境
を
ま
た
ぐ
交
流
促
進
等
、多
く

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
国
会･

県
議
会･

町

議
会
の
各
議
員
や
町
内
関
係
団
体

の
代
表
者
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
設
立
趣
意
が
確
認
さ
れ
た

後
、
規
約
や
組
織
、
事
業
計
画
等

2

の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
戸
嶋
町
長

が
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
は｢

原
子
力
発
電
所

の
緊
急
時
対
応
充
実
強
化
の
必
要

性
や
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
よ

る
観
光
へ
の
経
済
効
果
波
及
等
、

広
域
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
に
も

道
路
の
必
要
性
を
訴
え
、
必
ず
実

現
さ
せ
た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
国

の
補
助
金
を
受
け
て
ル
ー
ト
の
選

定
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
3

年
度
か
ら
は
国
や
県
へ
の
要
望
活

動
や
両
地
域
の
住
民
交
流
等
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

月
28
日
に
、
美
浜
町
新
庄

地
区
と
滋
賀
県
高
島
市
を

↑祝辞を述べる髙木毅衆議院議員(左)、山崎正昭参議院議員(中)
　滝波宏文参議院議員 ( 右 )

↑開会のあいさつをする戸嶋町長

■ お問い合わせ先
　町まちづくり推進課
　(担当･伊藤)
　　　☎32‐6701

NPO法人｢ふるさと福井サポートセンター｣が
｢ふるさとづくり大賞｣団体表彰を受賞

と
福
井
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー｣

が
、

｢

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞｣

団
体
表

彰(

総
務
大
臣
表
彰)

を
受
賞
し
、

3
月
1
日
に
町
役
場
で
町
長
か
ら

表
彰
状
等
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
ふ
る
さ
と
を
よ
り
良

く
し
よ
う
と
活
動
す
る
団
体
や
個

人
を
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
の
団
体
表
彰
に
は
同
法
人
を
含

め
て
全
国
か
ら
13
団
体
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
、
高
齢
化
等
の
影
響

で
増
加
し
て
い
る
空
家
を
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
設
立
さ

れ
、
町
と
連
携
し
な
が
ら
全
国
的

に
増
加
し
て
い
る
空
家
問
題
に
つ

町

い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
空
家
と
移
住
希
望
者
を
結

び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
の

開
催
や
所
有
者
に
空
家
の
利
活
用

の
早
期
決
断
を
促
す
サ
イ
ト
の
開

設
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

同
法
人
の
北
山
大
志
郎
理
事
長

は｢

長
年
の
活
動
に
よ
り
美
浜
モ
デ

ル
の
空
家
対
策
が
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。今
後
も

町
と
協
力
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
は｢

今
回
の
受
賞
は

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

若
者
に
も
響
く
と
思
う
。
引
き
続

き
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い｣

と

話
し
ま
し
た
。

内
で
空
家
対
策
に
取
り
組

む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人｢

ふ
る
さ

↑戸嶋町長とふるさと福井サポートセンターの皆さん

↑空き家マッチングツアーの様子

3月にリニューアルオープン
　町では、情報化が進み高度化 ･ 多様化する閲覧者のニーズに対応する
ため、行政ホームページのリニューアルを実施しました。ぜひ、新しくなっ
たホームページをご覧いただき、日々の生活にご活用ください。

新しいホームページの特徴

大きな字とアイコンで見やすいデザイン1

　誰が見ても知りたい情報にたどり着けるサイトとなるよう、
多世代に配慮した見やすいデザインや情報分類の整理、記事に
たどり着くための動線等を考慮しています。

知りたい情報を探しやすいサイト構成2

知ってほしい情報をＰＲするレイアウト3
　新型コロナウイルスや災害等の町民の生命 ･ 財産を守る情報、
ふるさと納税や応援クルー制度等の町外の方へ周知する情報等、
知ってほしい情報をＰＲできるレイアウトとなっています。

便利な ｢手続き申請ナビ ｣や ｢一時保存 ｣4
　町の手続きや申請等をまとめて検索できる ｢ 手続き申請ナビ ｣
や気になる記事を保存しておくことができる｢一時保存｣機能等、
便利な機能も追加されています。

町ホームページ

↑ 申請手続きナビでは、希望する
申請手続きをチェックすることで、
対応した記事が検索できます。

美浜町公式ホームページを
リニューアルしました

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課(担当:中瀬)　☎32‐6701



美浜町 緑のふるさと協力隊・地域おこし協力隊

わたしの美浜体験記
　美浜に移住した ｢ 緑のふるさと協力隊 ｣ や ｢ 地域おこし協力隊 ｣ の隊員が、美浜での活動記
録や体験から感じたこと等について紹介します。
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第
7
回
美浜町での出会いがもたらしたもの

～緑のふるさと協力隊活動を振り返って～
　

私
が｢

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊｣

と
し
て

美
浜
に
来
て
約
1
年
。
農
業
や
漁
業
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

1
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
活
動
が
で
き
た
の

も
、
自
分
の
価
値
観
が
変
化
し
た
の
も
、

美
浜
町
に
住
む
す
て
き
な
人
た
ち
と
の
出

会
い
や
そ
の
方
た
ち
が
繋
い
で
く
れ
た
縁

の
お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【今月の執筆者】

有
あり ま

馬 里
さと み

実 隊員
青森県出身。
農家さんをはじめ、地域で頑張る皆さんのお手伝い
をしています！

　

私
が
特
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
の
は
、

青
森
の
方
言
の
一
つ｢

津
軽
弁｣

で
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
中
央
小
学
校
の
6
年
生
へ

の
読
み
聞
か
せ
で
す
。
地
域
の
方
か
ら
の

紹
介
で
、
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
絵

本
選
び
に
悩
ん
で
地
域
の
方
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
私
の
出
身
の
青
森
の
方
言
で
読

ん
だ
ら
面
白
い
か
も
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
津
軽
弁
で
の
読
み
聞
か

せ
を
実
践
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
外
に
良
い

反
応
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
東
小
学
校

や
あ
お
な
み
保
育
園
等
で
も
読
み
聞
か
せ

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
方
言
の
よ
う
に
、
自
分
に
は
当

た
り
前
の
も
の
が
、
視
点
を
変
え
れ
ば
人

を
喜
ば
せ
ら
れ
る
と
知
れ
た
の
は
、
大
き

緑のふるさと協力隊

　

美
浜
町
で
過
ご
し
た
1
年
間
で
、
自
分

の
価
値
観
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

以
前
と
比
べ
、
自
分
の
興
味
が
あ
る
こ

と
に
素
直
に
向
き
合
お
う
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
興
味
の
あ
る
こ
と
や
地
域
の
た
め

に
で
き
る
事
に
素
直
に
向
き
合
い
、
生
き

生
き
と
取
り
組
む
美
浜
町
の
人
た
ち
に
た

く
さ
ん
出
会
え
た
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
菅
浜
区
の
菅
浜
わ
く
わ
く
協

働
体
さ
ん
を
訪
問
し
た
際
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
つ
い
て
話
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で

す
が
、
名
前
の
と
お
り
わ
く
わ
く
と
楽
し

な
発
見
で
し
た
。
青
森
と
福
井
と
い
う
、

言
葉
も
文
化
も
違
う
地
域
同
士
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
の
紹
介
や
津
軽

弁
で
読
ん
で
み
る
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が

な
か
っ
た
ら
、
経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と

で
し
た
。

地
域
の
縁
が
結
ん
だ

青
森
の
方
言
で
の
読
み
聞
か
せ

価
値
観
を
変
え
て
く
れ
た

美
浜
の
人
の
前
向
き
な
姿
勢

そ
う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
の
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

美
浜
の
方
た
ち
の
そ
う
い
っ
た
明
る
く

前
向
き
な
姿
勢
に
影
響
を
受
け
、
こ
れ
か

ら
は
私
も
や
り
た
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
地
域
の
皆
さ
ん
を
手
伝
う
立
場
と

し
て
美
浜
町
に
来
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
、

皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
地
元
で
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
た
め
青
森
に
帰
り
ま
す
が
、
ま
た
必

ず
美
浜
町
を
訪
れ
る
つ
も
り
で
す
。
そ
の

と
き
は
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
と
う
れ

し
い
で
す
。
美
浜
町
で
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
1
年
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

↑ 有馬さんの活動の

様子はこちらから

↑ 菅浜わくわく協働体の皆さん

美浜発電所の状況について

　

2
月
19
日
に
、
第
２
０
7
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
町
役
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
発
電
所
の
周
辺

環
境
へ
の
影
響
等
に
関
す
る
福
井
県
原
子

力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の
報
告
内
容
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
浜
発
電
所
の
廃
止
措
置
状
況

や
使
用
前
検
査
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
関

西
電
力
㈱
に
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、

新
型
転
換
炉
原
型
炉
ふ
げ
ん
、
高
速
増
殖

原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措
置
作
業
状
況

に
つ
い
て
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

に
説
明
を
求
め
、
作
業
の
進
捗
状
況
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

第
２
０
7
回
美
浜
町
原
子
力

環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

↑町原子力環境安全監視委員会の様子

美
浜
3
号
機
の
使
用
前
検
査
受
検
状
況

に
つ
い
て(

関
西
電
力
㈱)

　
　
　

美
浜
3
号
機
で
は
、
使
用
前
検

査
の
3
号
検
査
が
完
了
し
、
今
後
4
号

検
査
を
受
検
す
る
こ
と
と
な
る
。
4
号

検
査
は
、
燃
料
装
荷
か
ら
ど
の
程
度
期

間
を
要
す
る
の
か
。

問答

4
号
検
査
と
は
、
原
子
炉
の
起
動

を
開
始
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
段
階
で
、
機

能
ま
た
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査
で
あ
る
。

品
質
保
証
に
関
す
る
検
査
を
含
め
、
燃
料

の
装
荷
か
ら
1
〜
2
週
間
程
度
を
要
す
る
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措
置
状
況
に
つ
い
て

(

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構)

　
　
　

も
ん
じ
ゅ
の
2
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム

は
全
て
固
化
処
理
し
て
い
る
の
か
。

問答

２
０
１
８
年
12
月
ま
で
に
全
て
ド

レ
ン
タ
ン
ク
に
流
し
落
と
し
、
温
度
を
下

げ
て
固
体
の
状
態
で
保
管
し
て
い
る
。

　
　
　

2
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
サ
イ
ト
外

へ
搬
出
す
る
め
ど
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

問答

使
用
済
燃
料
の
譲
り
渡
し
お
よ
び

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
処
理･

処
分
に
係
る
計
画

は
、
第
1
段
階
で
あ
る
２
０
２
２
年
度
ま

で
に
検
討
、
第
2
段
階
に
着
手
す
る
ま
で

に
廃
止
措
置
計
画
に
反
映
し
、
原
子
力
規

制
委
員
会
に
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
現
在
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
ど
の
よ
う

に
処
理･

処
分
す
る
か
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
で
は
、
万
が
一
の
原
子
力
災
害
発
生

に
備
え
て
広
域
避
難
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
避
難
先
と
し
て｢

大
野
市｣

と｢

お
お

い
町｣

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
11
日
、
避
難
先
の
一
つ
で
あ
る
大

野
市
の
職
員
を
対
象
に
、
広
域
避
難
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
美
浜

発
電
所
等
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
市
の
防
災
担
当
課
職
員
や

避
難
受
け
入
れ
の
際
の
各
避
難
施
設
の
担

当
職
員
等
13
名
が
参
加
し
、
移
動
中
の
バ

ス
車
内
で
町
職
員
か
ら
広
域
避
難
計
画
の

概
要
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
実
際
の

避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

町
到
着
後
、｢

き
い
ぱ
す｣

で
町
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
取
り
組
み
を
学
ん

だ
後
、
美
浜
発
電
所
で
発
電
所
の
概
要
や

安
全
対
策
工
事
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
原
子
力
発
電
の
必
要
性
や
安
全
対
策

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

広
域
避
難
先
の
大
野
市
職
員
が

美
浜
発
電
所
等
を
見
学↑発電所構内で説明を受ける参加者
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〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

 FAX　0770-32-1115( 代表 )

 HP　http://www.town.mihama.

      fukui.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

令
和
2
年
分
確
定
申
告
の

期
限
延
長
に
つ
い
て

　

十
分
な
申
告
期
間
を
確
保
し
て
確
定
申

告
会
場
の
混
雑
回
避
の
徹
底
を
図
る
観
点

か
ら
、
申
告
所
得
税
、
贈
与
税
及
び
個
人

事
業
者
の
消
費
税
の
申
告
期
限･

納
付
期

限
に
つ
い
て
、
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
併
せ
て
、
振
替
納
税
の
振
替
日
に

つ
い
て
も
同
様
に
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

延
長
さ
れ
る
期
限
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　

敦
賀
税
務
署　
　

☎
22
‐
１
０
１
０

問

令和 3 年 美浜町区長名簿
　令和 3 年の各区長 ･ 自治会長は、次の方々です。( 敬称略 )

行政区名 氏　　名 行政区名 氏　　名 行政区名 氏　　名

早　瀬 久嵜　彰　 和　田 藤原　章裕 雲　谷 森田　晃吉

笹　田 田辺　義幸 木　野 大同　雅人 小　倉 牧田　茂男

日　向 中村　和弘 佐　柿 小畑　陽一 栄 仲嶋　孝行

気　山 田邉　保　 麻　生 重兼　純一 坂　尻 和多田　文雄　

大　薮 柄本　博志 中　寺 安武　恒夫 山　上 石丸　雅宏

金　山 田辺　諭　 宮　代 堀田　信博 太　田 山口　裕行

久　保 清水　貴史 小三ヶ 戸嶋　和裕 佐　田 熊﨑　正英

郷　市 三好　新一 新　庄 高木　和男 北　田 鳥井　國夫

松　原 岸本　嘉宏 野　口 髙木　誠　 菅　浜 塩野　道宏

久々子 武田　利彦 佐　野 大塩　友之 竹　波 澤田　忠義

矢　筈 藤田　久次 上　野 戸田　稔嗣 丹　生 板谷　英樹

河原市 松本　芳幸 興道寺 柴田　重光 けやき台 桝本　晋嗣

南　市 　竹本　三代一

※お問い合わせ先　 町総務課 (担当 ･森下 )　 ☎ 32‐6700

団体 ･ グループでの活動中の事故または往復中の事故

※お問い合わせ先  公益財団法人 スポーツ安全協会福井県支部 ☎0776‐34‐2719 

スポーツ安全保険加入のお知らせ
障害保険

対象となる事故

4 人以上の団体 ･ グループ
でご加入ください

保険期間

掛金 ･補償内容

令和 3 年 4 月 1 日午前 0 時から

令和 4 年 3 月31日午後12 時まで

　活動内容や年齢によって選択する加入区分ごと

に異なります。(掛金は年額800 円～1,850円で

すが、危険度の高いスポーツを保証する区分は年

額 11,000 円です )

突然死葬祭費用保険賠償責任保険

スポーツ安全保険 検 索

税　目 当　初 延長後

申告所得税 令和 3 年 3 月 15 日

令和 3 年 4 月 15 日個人事業者の消費税 令和 3 年 3 月 31 日

贈与税 令和 3 年 3 月 15 日

税　目 当　初 延長後

申告所得税 令和 3 年 3 月 15 日
令和 3 年 4 月 15 日

個人事業者の消費税 令和 3 年 3 月 31 日

●申告期限･納付期限

●振替日

　
　

町
総
務
課(

担
当･

森
下
）

☎
32
‐
６
７
０
０

● 

情
報
公
開
制
度

　

全
部
公
開　
　

1
件

　

町
で
は
、
町
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た

行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
文
書
の
公

開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
し
、
町
が
保
有
す
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す
る
た

め
、
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
自
己
の

個
人
情
報
の
開
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
運
用
実
施
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

● 

個
人
情
報
保
護
制
度

　

開
示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

情
報
公
開･

個
人
情
報
保
護
運
用

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問

1 助成対象となるドック　1日ドック、2日ドック、脳ドック

区分 美浜町国民健康保険加入者 後期高齢者医療加入者

対象者
検診日当日、35歳以上の被保険者で町税
及び国民健康保険税に滞納がない世帯の方

検診日当日、被保険者で町税及び後期高
齢者医療保険料に滞納がない方

募集人数 各ドック20人 各ドック5人

2 対象者と募集人数

性

別

1日ドック 2日ドック 脳ドック

一般的な
検査料金 助成限度額 一般的な

検査料金 助成限度額 一般的な
検査料金 助成限度額

男性 45,100円 21,000円
71,500円 32,000円 46,200円 22,000円

女性 48,400円 23,000円

3 助成額 原則として、県内の医療･検診機関で受診した基本料金の2分の1です。ただし、交通費やオ

プション等による追加料金は対象となりません。なお、助成限度額は次のとおりです。

■助成限度額

① 各ドックを受診する前に、必ず申請をお願いします。

② 助成は、1日ドック･2日ドック･脳ドックのいずれか1つに限ります。

③ 町が行う特定健診･長寿健診を受診する方は助成対象になりません(脳ドックを除く)。

④ 助成期間内に定員に達した場合は、募集を締め切ります。

6 注意事項

4 申請手続き(助成までの流れ)

① 印鑑を持参し、町住民環境課窓口で申請書を記入ください。

② 町から助成決定通知書を送付します。

③ 検診機関に予約を取り、受診後に料金の全額を検診機関にお支払いください。

④ 受診結果･問診票･領収書･助成金請求書を町住民環境課に提出してください。

⑤ 指定口座に、助成金を振り込みます。

5 助成期限 令和4年3月31日までに受診した方

※お問い合わせ先　町住民環境課 ☎32‐6703 後期高齢者医療に関すること(担当･馬野)
国民健康保険に関すること(担当･津原)

人間ドックの検診費用を助成します
～美浜町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ～
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子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

河
村)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆｢

春
の
お
さ
ん
ぽ｣

4
月
27
日(

火)

午
前
10
時
45
分
〜
11
時
30
分

● 

日
時

● 

対
象

町
内
在
住
の
親
子
10
組

● 

会
場

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

● 

内
容

セ
ン
タ
ー
周
辺
を
散
歩
し
ま
す

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

4
月
5
日(

月)

か
ら

4
月
22
日(

木)

ま
で

● 

申
込

教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

4
月
23
日(
金)

午
後
2
時
〜
3
時

● 

日
　
時

● 

会
　
場

な
び
あ
す

● 

対
　
象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

定
　
員

2
人(

要
事
前
申
し
込
み)

● 

費
　
用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

藤
木)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

高
等
学
校
等
へ
通
う
生
徒
の

通
学
費
を
助
成
し
ま
す

● 

助
成
対
象
要
件

　

通
学
に
要
す
る
定
期
乗
車
券
ま
た
は
回

数
乗
車
券
購
入
費
の
3
分
の
1(

※)

の
額
。

た
だ
し
、1
か
月
あ
た
り
１
０
，０
０
０
円

(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

を
上
限
と
す
る
。

(

※)

　 

美
浜
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
世
帯
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
及
び
住
民
税
非
課
税

世
帯
は
2
分
の
1

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え

て
町
教
育
委
員
会
事
務
局
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
用
紙
及
び
必
要
書
類
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

･

　

 

町
内
在
住
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
を
養

育
し
て
い
る
者

･

　

 

町
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と(

世
帯
全
員)

･

　

 

同
様
の
制
度
の
補
助
を
他
に
受
け
て
い

な
い
こ
と

● 

助
成
金
額

● 

申
請
方
法

　
　

町
教
育
委
員
会
事
務
局(

担
当･

港)

☎
32
‐
６
７
０
８

　

定
期
乗
車
券
の
有
効
期
間
満
了
後
1
か

月
以
内
ま
た
は
回
数
乗
車
券
使
用
後
１
か

月
以
内

● 

申
請
期
限

問

● 

助
成
の
対
象
と
な
る
乗
車
券

･

　

 

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
美
浜
駅
で
購
入
し
た
鉄
道

の
定
期
乗
車
券･

回
数
乗
車
券

･

　

 

路
線
バ
ス
の
定
期
乗
車
券･

回
数
乗
車
券

※ 

4
月
1
日
以
降
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

定
期
乗
車
券･

回
数
乗
車
券
も
対
象

　
　

町
産
業
振
興
課(

担
当･

田
邊)  

☎
32
‐
６
７
０
６

農
振
農
用
地
除
外
申
請
の

受
け
付
け
に
つ
い
て

● 

申
請
期
間

　

4
月
1
日(

木)

〜
30
日(

金)

● 

受
付
場
所

　

町
産
業
振
興
課

　

農
用
地(

※
1)

を
農
用
地
以
外
の
用

途
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
農
振
農
用
地

除
外
申
請(

※
2)

が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
農
振
農
用
地
除
外
申
請
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

(

※
1)　

 

町
が
農
業
上
の
利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
と

し
て
指
定
し
た
土
地

(

※
2)　

 

町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
け
る
農

用
地
利
用
計
画
の
農
用
地
区
域
か
ら
当
該

農
地
を
除
外
す
る
手
続
き

● 

そ
の
他

　

農
地
の
位
置
や
転
用
内
容
の
確
認
、
申

請
書
類
の
説
明
を
行
う
た
め
、
申
請
前
に

町
産
業
振
興
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
振
農
用
地
の
除
外
は
、
町
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
変
更
を
伴
い
、
福
井
県

の
同
意
も
必
要
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
申

請
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

● 

第
1
次
試
験
日　

4
月
25
日(

日)

◆
総
合
職
試
験

　

(

院
卒
者･

大
卒
程
度
試
験)

● 

受
付
期
間　

　

3
月
26
日(

金)

〜
4
月
5
日(

月)

● 

第
1
次
試
験
日　

6
月
13
日(

日)

◆
一
般
職
試
験(

大
卒
程
度
試
験)

● 

受
付
期
間

　

4
月
2
日(

金)

〜
4
月
14
日(

水)

　
　

人
事
院
中
部
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　
　
　

☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐
６
８
３
８  

｢

国
家
公
務
員
採
用
試
験｣

が　

実
施
さ
れ
ま
す

※ 

受
験
案
内
等
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

国
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ホームページ
　QRコード

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課(担当・浅妻) ☎32‐6701

↑ふれあいセンター

コミュニティセンターを整備しました
　町では、令和2年度一般コミュニティ助成事業により、松原

区にふれあいセンターを整備しました。
　この事業は、(一財)自治総合センター

が宝くじ社会貢献広報事業として、地

域コミュニティ活動の充実･強化を図る

ために宝くじの受託事業収入を財源に

実施しています。

※お問い合わせ先　 第 33回美浜・五木ひろしふるさとマラソン特別企画実行委員会事務局
　　　　　　　　　町教育委員会事務局内(担当：大同浩子)　☎ 32‐6709
　　　　　　　　　総合運動公園事務所　☎32-3200

第33回美浜 ･五木ひろしふるさとマラソン特別企画
チャリティウォーキングの開催について

　町では、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止とした｢第33回美浜･五木ひろし
ふるさとマラソン｣の代替企画として、チャリティウォーキングを開催します。
　“心をひとつにふくいを応援”したいという思いで実施いたしますので、ぜひご参加ください。

◆開催日時　　5月9日(日)　午前9時スタート

◆開催場所　　総合運動公園(久々子)

◆参加費　　　2,000円

◆参加記念品　マスク

◆寄付金
　参加費から必要経費を差し引いた額を、
　｢心をひとつに ふくい応援｣基金に寄付します。

◆申込期間　4月13日(火)～25日(日)　午後5時まで

イベント概要 参加申込

◆ウォーキングコース(約4.2㎞)
　●浜風コース(久々子海岸沿いを歩くコース)
　●湖畔コース(久々子湖畔沿いを歩くコース)

◆申込方法
　 申込書に必要事項を記入し、参加費を添えて総合運

動公園事務所に直接お申し込みください。
　( 申込書は町HPからダウンロードもしくは総合運動

公園事務所でお求めください)

◆参加資格
　●美浜町、敦賀市、若狭町に在住で健康な方
　●小学生以上、18歳未満は保護者の同意を得た方
　　 ※年齢は5月9日を基準日とし、小学生は保護者同伴とする

　● 新型コロナウイルス感染防止対策にかかる誓約事
項を順守できる方
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ポルタDe'ファツィオリ
　　　ファイナルコンサート

↓ファツィオリ社製ピアノ F308 で演奏する受講生

　3 月 14 日に ｢ ポルタ De' ファツィオリファイナル
コンサート ｣ がなびあすで開催されました。
　このプログラムは、プロのピアニストから指導を受
けて上達を目指すもので、今回のコンサートでは受講
生らによる 1 年間のレッスンの成果が発表されました。
　コンサートに訪れた観客らは、受講生が奏でる美し
い音色に大きな拍手を送っていました。

古材救済ツアー

↓解体予定の建物から古材を運び出す参加者

　2 月 13 日に、古材救済ツアーが美浜木材㈱ ( 郷市 )
で行われました。
　この活動は、解体により廃棄物となってしまう古材を
所有者の思いとともに受け継いでもらおうと、NPO 法
人ふるさと福井サポートセンターが開催したものです。
　参加者らは、所有者の方の話を聞いた後、解体作業
を行い、利用したい古材を運び出していました。

思いとともに古材を受け継ぐ

｢ふるさと学習｣3校合同発表会
地元の魅力をあらためて発見

↓耳地区のおすすめスポットを紹介する美浜中央小学校 5 年生の皆さん

　3 月 11 日に、町内 3 小学校の 5 年生による ｢ ふるさと学
習 ｣ の合同発表会がなびあすで開催されました。
　同発表会では、総合的な学習の時間で児童らが調査した各
校区の魅力について学校ごとに発表が行われた後、翌年度に
向けた学習として SDGs の出前授業が行われました。
　児童らは、学習の成果を大きな声で発表し、他校の児童ら
に地元の魅力をＰＲしていました。

↓ SDGs の出前授業を受ける児童ら

若狭医療福祉専門学校卒業式

↓卒業生を代表して感謝のことばを述べる仲野さん

　3 月 8 日に、若狭医療福祉専門学校 ( 大藪 ) の卒業
式が同校で行われました。
　今年度は、理学療法科 12 人、介護福祉科 15 人の
合計 27 人が卒業を迎えました。
　式では、卒業生を代表して仲野瑞季さんが ｢ 学んだ
ことを糧に社会に貢献できるよう、常に向上心を持ち
日々努力していきたい ｣ と決意を述べました。

かまど炊き体験

↓かまどの火にうちわで空気を送る子どもたち

　2 月 20 日に ｢ 三岡へっつい ｣ のかまどを使ったご
飯炊き体験がきいぱすで開催されました。
　同体験は、電気やガスではなく自らが起こした直火
でご飯を炊くことで、エネルギーの大切さを体験して
もらおうときいぱすが企画したものです。
　参加者らは、自分たちで炊いたお米をおにぎりにし
て、おいしそうに頬張っていました。

ご飯を炊いてエネルギーを学ぶ希望を胸に未来へと羽ばたく

ひなまつり会

↓ひなまつりに関する企画を楽しむ子どもたち

　3 月 3 日に、ひなまつり会が子ども ･ 子育てサポー
トセンターで開催されました。
　この催しでは、町内のオカリナサークル風音による
演奏のほか、おひなさまたちと一緒に遊ぶ企画等が行
われました。
　参加した親子らは、オカリナの演奏やおひなさまと
の踊りを楽しむ等、ひなまつり会を満喫していました。

緑のふるさと協力隊活動報告会

↓津軽弁で絵本の読み聞かせをする有馬さん

　2 月 27 日に、有馬里実さん ( 緑のふるさと協力隊 )
による活動報告会がはあとぴあで開催されました。
　当日は、1 年間の農業やボランティア活動等の報告
が行われたほか、ボランティア活動で行っていた津軽
弁での絵本の読み聞かせが披露されました。
　報告会後に参加者一人一人とお別れのあいさつを交
わす等、会場は終始和やかな雰囲気に包まれていました。

美浜での 1 年を振り返る親子で楽しくひなまつり
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放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。

美浜町避難行動要支援者名簿への登録を！

※お問い合わせ先
　町健康福祉課 地域包括支援センター
　(担当･藤木)　☎32‐6704

※お問い合わせ先　子ども･子育てサポートセンター　(担当･河村) 　☎32‐0192

　町では、避難行動要支援者名簿を作成･活用することで、地域における災害時の避難支援体制強化に努めてい

ます。名簿への登録に同意していただいた場合、登録申請書に記載された情報が避難支援関係者(区長や民生児

童委員、警察、消防機関等)に提供され、災害時の安否確認や避難支援のために活用されます。

　登録対象者には、3月に登録申請書を送付していますので、登録を希望される方は申請をお願いします。

■対象者
令和2年6月1日～令和3年2月1日の期間で、
新たに下記に該当する方、または前回未同意者

■救急医療情報キットについて

皆さんは、年に 1 度の ｢ 健康診断 ｣ を受けていますか？

健康診断では、血液や尿を採取しての検査、診察等を行います。

年に 1度の健康診断の
予定を立てましょう

ご存知ですか？｢すみずみ子育てサポート事業｣
　町では、子育て家庭の負担を軽減するため｢すみずみ子育てサポート事業｣を行っています。
　この事業は、保護者の就職活動や病気、事故、冠婚葬祭、学校行事への参加等、一時的に家庭で育児
を行うことが困難な場合に利用でき、ちょっとした用事やリフレッシュでも利用可能です。

【対象児童】　　　町内に住所を有する小学校就学前までの児童
　　　　　　　　　※ 小学校1～3年生については、放課後児童クラブが利用できない児童に限り利用可。

【利用可能日時】　月曜日から金曜日の午前8時30分～午後5時30分のうち8時間以内(月70時間以内)

【利用料金助成】　1人につき1時間350円
　　　　　　　　　※ 第3子以降の就学前までの児童を対象とするサービスに限り、1回の利用につき出

生順位に関係なく3人目以降の児童数分の利用料が無料。

【対象施設】※令和3年度から一部開設場所が変更

施設名 実施事業所 連絡先

おひさまるーむ
( はあとぴあ 2 階 ) 美浜町シルバー人材センター 32-5144

託児所たんぽぽ
( 旧 JA 敦賀美方敦賀支店 ) 敦賀市シルバー人材センター 24-1350

きらきらくらぶ
( 県民生協ハーツつるが 横 )

NPO 法人子育てサポートセンター
きらきらくらぶ 22-6447

※ すみずみ子育てサポート事業を利用する場合は、毎年度、事前に登録が必要となります。
　登録を希望される方は、子ども･子育てサポートセンターまでお越しください。

・身体障がい者
　(身体障害者手帳1級、2級を所持する方)
・知的障がい者
　(療育手帳Ａ1、Ａ2を所持する方)
・精神障がい者
　(精神障害者保健福祉手帳1級、2級を所持する方)
・65歳以上の高齢者
　(一人暮らしの方、高齢者のみの世帯の方)
・要介護認定3以上の方
・上記に準ずる状態の難病等患者

　名簿に登録された方には、集落の民生委員から
救急医療情報キットが配付されます。
　救急医療情報キットは、医療情報や緊急連絡先
等を記載した｢救急医療情報提供書｣を入れて自宅
の冷蔵庫に保管し、災害発生時や緊急時に避難支
援関係者や救急隊への情報伝達に
活用します。
　すでに救急医療情報キットを
お持ちの方は、日頃より医療情
報等の記載内容の更新をお願い
します。

ご自身の対象となる健康診断の受診方法を確認しましょう。

健康診断は、あなたがお持ちの ｢保険証 ｣ごとに
受診方法が異なります。

国民健康保険加入者

後期高齢者医療保険加入者

社会保険加入者 40 歳未満の方

(保険種類にかかわらず)本人 ( 被保険者 ) 家族 ( 被扶養者 )

案　内 役場から案内 職場から案内
40 歳から 74 歳の方に保険者か
ら ｢ 受診券 ｣ 等が自宅に個別送付

役場から案内

受　診
3 月に個別送付された
｢ 健診受診希望調査票 ｣
で申し込んで受診

職場から案内された健診日
程 ･ 医療機関で受診

保険者から指定された医療機関に
個人で申し込んで受診
または、町集団健診会場で受診
※ 申し込みは不要ですが事前に

お問合せください

3 月に個別送付された
｢ 健診受診希望調査票 ｣
で申し込んで受診

内　容
国保：特定健康診査
後期：長寿健康診査

一般健康診断等 特定健康診査 フレッシュ健診

費　用
集団健診：1,000 円
個別健診：1,300 円
※長寿健診は無料です

労働安全衛生法に基づくも
のは職場負担
その他、一部個人負担が必
要となる場合もあります

保険者ごとに費用や健診内容が異
なるため、保険者へ確認が必要

集団健診：1,300 円

【保険証ごとの受診方法】

※ 町の各種がん検診 ( 肺 ･ 胃 ･ 大腸 ･ 乳 ･ 子宮 ) や肝炎検査は、加入保険に関わらず年齢に応じてどなたでも受診できます。

※ 会社等で受診できない健診項目 ( がん検診や肝炎検査 ) については、町健診をご活用ください。

　対象となる健診項目等の詳細については、2 月下旬に送付した ｢ 健診受診希望調査票 ｣ によりご確認ください。

”
【材料 (5人分 )】

【作り方】

美しみはま虹彩食
　　　　　春のレシピ
アスパラの肉巻きフライ
(1 人分◆ 45kcal 、塩分 0.4g、野菜量 24g)

･ アスパラガス…5 本

・豚肩ロース薄切り…１0 枚

・塩…小さじ 1/3

・こしょう…適量

①　豚肉に塩こしょうをする。

②　アスパラガスは下 10 ㎝の硬い部分をピーラーでむいておく。

③　 アスパラに豚肉を巻いて、小麦粉に水を加えたものをしっかりつけ、
　　パン粉と粉チーズを均一に混ぜた衣をつける。

④　 フライパンにオリーブオイルを熱し、③を揚げ焼きする。

【衣】

・小麦粉…大さじ 2

・水…大さじ 3

・パン粉…1/4 カップ

・粉チーズ…大さじ 1

● 春が旬の“アスパラ”をおいしく食べられます。
　今夜のおかずにいかがでしょうか。

※お問い合わせ先　町健康福祉課　☎32-6704

ポイント 豚肉で野菜を巻くことで、エネルギーをあまり増
やさずにボリュームを増やすことができます。
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2/1～2/28 受付分
(敬称略)慶弔慶弔

氏　名 住 所 年齢 届出人

大 同 昭 二 河原市 94 大 同 一 明

金 松 廣 和 木 野 81 金 松 治 和

今 村 義 一 久々子 94 今 村 義 則

武 田 利 郎 久々子 79 武 田 純 子

山　﨑　みつえ 北 田 87 山　﨑　佳代子

小 林 　 寛 佐 田 86 小　林　みさゑ

山 口 治 雄 金 山 59 山　口　シゲ子

伊　藤　ハマ子 竹 波 97 伊 藤 次 郎

橋 詰 正 夫 山 上 89 橋 詰 輝 志

◎おくやみ

パズル面にある漢字群を７つの四字熟語
に分割してください。うまく分割できる
と２つの漢字があまります。それを並び
替え、美浜町の地区・場所・行事の名称
をつくってください。

四文字熟語ブロック分割

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

例

発

 ● 応募方法
　はがきに、答えと住所、氏名(感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはまハートフル
クイズ」係（〒919-1192美浜町郷市
25‐25）まで送ってください。

　
　締め切りは、4月9日(金)(消印有効)です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお
送りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに
送信してください。

【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

●3月号の答え　新庄
●応募者総数は10人で全員正解でした。当選
の発表は、記念品の発送をもってかえさせてい
ただきます。
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　（ 2歳9ヶ月 )ちゃん

　外で遊ぶのと、絵本が大好き!
たくさんおしゃべりしながら、みんなの
笑った顔を見るのも大好きだよ♥
　ねぇね、にぃに、いつも遊んでくれて
ありがとう!また一緒に変顔しようね!
　家族のみんな、保育園のお友達、
先生、これからもよろしくね^_^

葵
あおい

石丸 義則さん ･ 絢子さん(山上)
  の次女

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

別 所 　 翠
みどり

女 　謙・晴香 佐 田

浜 野 義
よ し ゆ き

幸 男 秀章・夕衣 早 瀬

まちびと まちびと 

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。
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コ
ロ
ナ
禍
や
ワ
ク
チ
ン
を
待
ち
二
月
尽

梅
の
香
に
誘
わ
れ
湖
畔
め
ぐ
り
け
り

廃
校
の
桜
に
浮
か
ぶ
子
等
の
顔

車
窓
よ
り
樹
々
の
薄う
す
ら
い氷
華
の
ご
と

舟
小
屋
に
も
た
れ
湖
畔
の
春
惜
し
む

楚
々
と
立
つ
男お
び
な雛
女め
び
な雛
よ
竹
人
形

水
無
月
俳
句
会

氏　名 住　所

丸　杉　侑　弥　&　(北　山)　真　夜 河原市

新　藤　康　介　&　(武　長)　結　奈 佐　野

◎ご結婚

北陸農政局より活動表彰された
中山間菅浜集落協定リーダーの

＊集落協定ではどのような活動を行っていますか？
　菅浜集落の農地維持活動や水路、のり面等の草刈り、田植え事業
等を行っています。

若野 繁晴　さん ( 菅浜 )

江戸時代 ･若狭の旅事情

～歴史文化館開館 5周年に寄せて～

(108)

↑神明神社 ( 小浜市 )

＊今後の目標や活動予定を教えてください。
　今は、菅浜にある農地の棚田指定を目指しています。菅浜わく

わく協働体と共に棚田協議会を設立し、農業と地域づくり活動に

連携して取り組むことで、菅浜集落をさらに盛り上げていきたい

と考えています。

　住んで良かったと思ってもらえるような、魅力ある菅浜集落に

なるよう頑張っていきたいです。

　

歴
史
文
化
館
は
、
町
の
歴
史
文
化
に
ま

つ
わ
る
資
料
や
文
化
財
を
展
示
し
、
広
く

紹
介
す
る
施
設
と
し
て
、
２
０
１
６
年
春

に
旧
せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
の
建
物
を
改
修
し

て
開
館
し
ま
し
た
。
こ
の
5
年
で
入
館
者

も
1
万
人
を
超
え
、
小
中
学
校
の
見
学
や

歴
史
講
座
等
へ
の
参
加
、
文
化
遺
産
カ
ー

ド
の
収
集
等
、
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ま
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
本
の
博
物
館
の
始
ま
り
は
、

１
８
７
２
年(

明
治
5
年)

、
ウ
ィ
ー
ン
万

博
へ
の
出
品
準
備
の
た
め
に
約
50
日
開
か

れ
た
湯
島
聖
堂
博
覧
会(

文
部
省
博
物
館)

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
平
賀
源
内
ら

の
本
草
学
者
達
が
動
物
や
植
物
、
鉱
物

等
、
各
地
か
ら
の
産
物
を
集
め
、
仲
間
内

で
品
評
す
る
た
め
の
物ぶ
っ
さ
ん
え

産
会
が
江
戸
を
中

心
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
の

社
寺
に
は
宝
物
殿
や
絵
馬
殿
等
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
場
所
で
各
地
の
珍
品
を
見
る

こ
と
も
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

若
狭
地
方
は
西
国
巡
礼
の
ル
ー
ト
上
に

あ
り
、
巡
礼
者
の
道
中
記
や
旅
日
記
等

の
史
料
が
各
地
に
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
７
８
９
年(

寛
政
元
年)

の『
伊
勢
参
宮

并
西
國
三
十
三
所
順
禮
道
中
記 

』に
は
、

前
川
善
太
郎
と
い
う
巡
礼
者
が｢

八
百
丘

尼
御
社｣

に
参
詣
し
た
折
に
開
帳
さ
れ
て

い
た
宝
物
と
し
て
、
八
百
比
丘
尼
の
像
や

阿
弥
陀
三
尊
像
、
馬
の
角
、
天
狗
の
爪
、

剣
、
三
又
の
竹
、
鏡
、
人
魚
の
絵
像
等
を

見
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の

こ
れ
ら
の
巡
礼
史
料
に
は
、
人
魚
の
肉
を

食
べ
て
不
老
不
死
の
力
を
得
た
と
い
う

八
百
比
丘
尼
伝
承
の
あ
ら
ま
し
だ
け
で
な

く
、
八
百
比
丘
姫
宮
の
宝
物
が
開
帳
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
も
よ
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。｢

拝
観
料
は
無
料
だ
が
、疱ほ
う
そ
う瘡
に
効

く
と
い
う
三
十
一
文
と
十
八
文
の
御
守
が

あ
る｣

と
い
う
耳
寄
り
な
情
報
が
記
さ
れ

た
史
料(

１
８
０
１
年･

享
和
元
年『
享
和
元

年
西
国
巡
礼
旅
日
記
』等)

も
あ
り
、当
時

の
旅
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
地
の
順
礼
者
に
と
っ
て
、
小
浜
市
の

神
明
神
社
は
若
狭
で
参
る
べ
き
名
所
、
見

る
べ
き
珍
品
が
あ
っ
た
場
所
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
若

狭
通
過
前
後
の
札
所
、
松
尾
寺
や
竹
生
島

宝
厳
寺
で
も
珍
品
の
開
帳
が
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
開
帳
さ

れ
た
珍
品
見
学
を
旅
の
楽
し
み
の
一
つ
と

し
て
、
美
浜
町
新
庄
か
ら
近
江
へ
と
抜
け

る
粟
柄
峠
を
行
き
交
っ
た
巡
礼
者
達
も
、

町
内
の
社
寺
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
4
月
15
日
、
歴
史
文
化
館
は
開
館

6
年
目
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
企
画
展
や
歴
史
講

座
の
開
催
、
歴
史
文
化
館
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
動
画
配
信
、
文
化

遺
産
カ
ー
ド
の
配
布
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館)
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人口の動き

■くらしのカレンダー■

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、3月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和 3 年4月

15（木）
16（金）

14（水）

13（火）

12（月）

11（日）

10（土）
9（金）

8（木）

7（水）

6（火）

5（月）

4（日）

3（土）

27（火）

26（月）

25（日）

24（土）

23（金）

21（水）

22（木）

20（火）

19（月）

18（日）

17（土）1（木）

2（金）

28（水)

29（木)

30（金)

　

気
付
け
ば
春
の
陽
気
を
感
じ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。寒
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、暖
か
い

春
が
や
っ
て
く
る
の
は
、個
人
的
に
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ
の
時
期
は
花

粉
症
が
猛
威
を
振
る
う
季
節
で
あ
り
、悲
し
い

こ
と
に
、現
在
私
も
鼻
炎
と
闘
い
な
が
ら
編
集

後
記
を
書
い
て
い
ま
す
。春
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
の
が
花
粉
症
と
い
う
悲
し
い
状
況
で
す
。

　

さ
て
、今
月
号
で
は
、町
の
総
合
振
興
計
画

や
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
回
策
定
さ
れ
た
計
画
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｄ
Ｘ
等
、昨
今
の
時
代
に
即
し
た

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
計
画
を
実
現
さ

せ
、よ
り
良
い
町
に
な
る
よ
う
、町
民
と
し
て

も
職
員
と
し
て
も
、一
層
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
規
）

▽
表
紙
の
写
真

　

2
月
20
日
に
、き
い
ぱ
す
で
行
わ
れ
た
か
ま

ど
炊
き
体
験
の
様
子
で
す
。

　

参
加
し
た
親
子
ら
は
、お
米
を
研
い
で
釜
に

入
れ
た
後
、火
に
ま
き
を
く
べ
た
り
、空
気
を

送
っ
た
り
し
て
、か
ま
ど
で
の
ご
飯
炊
き
を
体

験
す
る
と
と
も
に
、炊
け
た
お
米
を
お
に
ぎ
り

に
し
て
お
い
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

令和3年3月1日現在

人口総数
    9,261人
男 4,543人
女 4,718人

前月比
（－  5）
（－  6）
（＋  1）

世帯数
  3,684世帯 (＋  3)

  8:00～ハートフル朝市

　　　　　　　(久々子水神公園広場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:15～3歳児健診(はあとぴあ)

14:00～もの忘れ相談会(なびあす)

三方五湖一斉清掃(久々子湖･日向湖周辺)

  8:00～ハートフル朝市

　　　　　　　(久々子水神公園広場)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入

　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

昭和の日

  8:30～第51回美浜･若狭両町長杯争奪高校野球

　　　　大会(総合運動公園野球場)～4日

保育園入園式(各保育園)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～6～8か月児教室(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

小中学校入学式(各小中学校)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入

　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

13:30～母親学級(はあとぴあ)
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